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Ms. Okui, born and raised in a big city, had two dreams. One, to live in a quiet place with clean air and 
water, and the other was to promote her favorite drink: coffee. Now that both of her dreams came true 
in Masaki, she is spending fulfilling days of her life. 

澄
ん
だ
空
気
と
お
い
し
い
水
、理
想
の
環
境
で

コ
ー
ヒ
ー
豆
専
門
店
を
オ
ー
プ
ン

奥
井
奈
緒
さ
ん（
北
川
原
在
住
）

子
ど
も
の
頃
か
ら
の
夢
を
か
な
え
て
く
れ
た
町

の
ど
か
な
町
で
、

ゆ
っ
く
り
と
暮
ら
し
た
い

　

扉
を
開
け
る
と
、店
内
に
漂
う
コ
ー

ヒ
ー
の
香
り
。「
Ｎナ

オ
ａ
ｏ 

Ｃコ

ー

ヒ

ー

ｏ
ｆ
ｆ
ｅ
ｅ
」

は
、令
和
２
年
５
月
松
前
町
に
オ
ー
プ

ン
し
た
コ
ー
ヒ
ー
豆
の
専
門
店
で
す
。

　

オ
ー
ナ
ー
の
奥
井
さ
ん
は
大
阪
市
出

身
。小
学
生
の
頃
か
ら
コ
ー
ヒ
ー
豆
に
興

味
を
持
ち
、い
つ
か
コ
ー
ヒ
ー
豆
専
門
店

を
開
き
た
い
と
夢
見
て
い
ま
し
た
。

　

奥
井
さ
ん
が
生
ま
れ
育
っ
た
町
は
、

Ｊ
Ｒ
と
私
鉄
、地
下
鉄
が
交
差
し
、ビ

ジ
ネ
ス
街
と
飲
食
街
に
囲
ま
れ
た
都
会
。

「
満
員
電
車
、急せ

か
さ
れ
る
よ
う
に
歩

く
人
た
ち
を
見
て
い
る
と
、息
が
つ
ま
り

隠れ家のような小屋風
の店構えは、奥井さん
の理想通り。人々がコー
ヒーの香りにホッとするよ
うな居心地の良い店づく
りに日々、励んでいる

自宅近くの重信川の河川敷を散策。
「夕暮れ時、川面に夕日が反射してとてもきれいなんです」

Interview
移住者の声

そ
う
で
。空
気
の
き
れ
い
な
地
方
に
住
ん

で
、ゆ
っ
く
り
生
活
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
」と
奥
井
さ
ん
。愛
媛
県
に
住
む

友
人
の
す
す
め
で
松
前
町
を
訪
れ
、「
空

気
が
き
れ
い
で
、何
よ
り
水
が
お
い
し

い
。こ
こ
で
店
を
開
い
て
暮
ら
し
た
い
」

と
、移
住
を
決
意
し
ま
し
た
。

す
る
の
が
日
課
で
す
。

　

大
阪
で
は
運
動
場
と
公
園
で
し
か

「
土
」を
見
た
こ
と
が
な
か
っ
た
と
い
う

奥
井
さ
ん
。初
め
て
見
た
田
畑
や
あ
ぜ

道
は
新
鮮
で
、「
今
は
、犬
の
散
歩
で
会

う
近
所
の
人
と
立
ち
話
を
し
た
り
、何

気
な
い
日
常
に
癒
や
さ
れ
て
い
ま
す
」と

笑
い
ま
す
。

　

松
前
町
で
暮
ら
し
始
め
た
奥
井
さ
ん

は「
水
道
水
が
お
い
し
い
上
に
、料
金
が

安
い
。食
べ
物
も
お
い
し
く
、特
に
魚
が

安
く
て
新
鮮
」と
驚
い
た
そ
う
で
す
。

　

交
通
の
便
の
良
さ
も
、驚
い
た
こ
と
の

一
つ
で
す
。「
空
港
へ
は
車
で
約
15
分
と
近

い
の
で
、大
阪
の
実
家
に
も
気
軽
に
帰
れ

ま
す
」と
、う
れ
し
そ
う
な
奥
井
さ
ん
。「
道

都会で生まれ育った奥井さんには、二つの夢がありました。
一つは空気と水がおいしいゆったりした土地に住むこと、も
う一つは大好きなコーヒーの魅力を広めること。二つの夢を
松前町で実現させ、充実した日々を過ごしています。

　

松
前
町
に
家
を
購
入
し
、ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
で
集
め
た
寄
付
金
で
、

奥
井
さ
ん
は
念
願
の
コ
ー
ヒ
ー
豆
専
門

店
を
開
業
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

自
宅
周
辺
に
は
田
畑
が
広
が
り
、の
ど

か
な
風
景
の
な
か
、犬
を
連
れ
て
散
歩

交
通
の
便
が
良
く
、観
光
地
も
近
い

住
む
の
に
ち
ょ
う
ど
よ
い

学生時代からコー
ヒーの専門書を読
みあさり、大学卒業
後には専門学校で
コーヒーの基本的
な知識や経営まで
学んだ

後
温
泉
や
松
山
城
と
い
っ
た
愛
媛
県
の

人
気
観
光
地
ま
で
車
で
約
30
分
で
行
け

る
の
で
大
阪
か
ら
遊
び
に
き
た
友
人
に

は
、『
近
い
ね
！
』と
驚
か
れ
ま
す
。観
光

地
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
良
く
、環
境
は
と
て

も
静
か
。住
む
の
に
ち
ょ
う
ど
い
い
町
だ
と

思
い
ま
す
」と
満
足
そ
う
に
話
し
ま
す
。

　

近
所
に
は
建
築
中
の
家
も
多
く
、こ

れ
か
ら
ど
ん
な
町
に
な
っ
て
い
く
の
か

楽
し
み
に
し
て
い
る
と
い
う
奥
井
さ
ん
。

コ
ー
ヒ
ー
の
魅
力
を
住
民
の
皆
さ
ん
に

伝
え
た
い
と
、産
地
で
異
な
る
豆
の
個

性
を
最
大
限
に
引
き
出
す
焙
煎
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

奥井さんが厳選したスペシャル
ティコーヒー豆を販売する「Nao 
Coffee」は口コミでファンが増え
てきている
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佐藤真愛

イ
ロ
ト
リ
ド
リ
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
映
え
写
真

「
＃
ま
っ
さ
き
ま
さ
き
い
ろ
」

「
＃
ま
っ
さ
き
ま
さ
き
い
ろ
」み
つ
け
た
！

松
前
町
の
風
景
を
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
投
稿
す
る

「
＃
ま
っ
さ
き
ま
さ
き
い
ろ
」フ
ォ
ト
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。

応
募
の
あ
っ
た
中
か
ら
、思
わ
ず
カ
メ
ラ
を
持
っ
て

出
掛
け
た
く
な
る
ス
テ
キ
な
写
真
を
集
め
ま
し
た
♥

自然豊かな風を感じる重
信川の、見落としがちな
一瞬をキャッチ。

ちりめんを干し終えた干し
台と夕日になる前の太陽
で1日の終わりを表現。

珍しく荒れていた塩屋海
岸。荒波越しの夕日を撮
影。

パワースポット感が半端
じゃない高忍日賣神社。
ぜひ一度行ってみて！

ライトとレーザービームが
カッコいい、松前の新しい
夜景スポット。

赤いラケットで作った、思
いやりと愛のある町・松前
のハートです。

日本で唯一の産婆・乳母
の神様に、身近な人の安
産祈願。

見る人を元気にさせてく
れるひまわり。今年も恋
泉畑で咲き誇っていた。

幼少期を過ごした町の大
きな工場。大人になり、あら
ためて撮影したくなった。

電車とコスモスがちょうど
良く収まるタイミングを狙
いました。

映画のセットのような町
並みと、流れる灯籠。町
のディープな魅力。

腕を伸ばしてスマートフォ
ンを花の下に潜り込ませ
て撮影。

のどかな田園風景とＪＲの
コラボレーションを印象的
に。

「だるま夕日」が沈む瞬間
に放つ光・グリーンフラッ
シュ撮影に成功！

夕日に染まる空と漁港の
風景の両方をきれいに写
そうと工夫した1枚。

干潮時間に海岸へ行く
と、このような水たまりがで
きていました。

松前の海の夕日は美し
い。11月頃は塩屋海岸
で撮るのがベスト！

青い人工芝は撮りがいが
ある。試合の臨場感が伝
わるように撮影。

松前を彩る Masaki genic春夏秋冬

［春］
春の松前は桜色。町民憩いの親水
公園「ひょこたん池公園」では、泉の
ほとりに満開の桜が枝を広げます。
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Instagram町民参加

Spring

Summer

Autamn

Winter

［夏］
太陽の日差しを浴びて咲き誇る、松前
町のシンボルひまわり。みんながハッ
ピーになる笑顔のような黄色い花。

［秋］
古泉駅前に広がる恋泉畑。風に揺れ
る色とりどりのコスモスの花に心がな
ごみます。

［冬］
キラキラと輝くカラフルなイルミネー
ション。寒い冬もワクワク楽しい気分に
してくれる、光のページェント。

An Instagram ‘#まっさきまさきいろ’ (Massaki Masaki-iro, or MasakiColorFirstofAll) photo 
shooting campaign is asking for posts of Masaki sceneries. Here are some photos from 
the posts that will make you want to walk around with your camera ♥ 
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昭
和
30（
１
９
５
５
）年
に
誕
生
し
た
松
前
町
は
、高
度
経
済
成

長
の
波
に
乗
り
飛
躍
的
に
発
展
、今
日
の
ま
ち
づ
く
り
に
必
要

と
な
る
基
盤
が
整
え
ら
れ
ま
し
た
。こ
の
礎
に
は
、脈
々
と
受
け

継
が
れ
て
き
た
義
農
精
神
と
、町
の
基
本
理
念
と
し
て
昭
和
39

（
１
９
６
４
）年
に
誓
わ
れ
た「
教
育
の
町
」宣
言
が
あ
り
ま
す
。

平
成
の
松
前
町
は
、自
然
と
調
和
の
と
れ
た
住
み
よ
い
生
活
環
境
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。親
水
公
園
や
松
前
公
園
な
ど
町
民
の
生
き
が
い

づ
く
り
の
拠
点
や
憩
い
の
場
を
整
備
。介
護
や
健
康
づ
く
り
、子
育

て
支
援
な
ど
町
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
体
制
を
整
え
ま
し
た
。 

松
前
の
立
地
や
美
し
い
自
然

環
境
・
景
観
な
ど
、恵
ま
れ
た

地
域
の
資
源
を
生
か
し
、町

と
町
民
が
協
働
し
て
、魅
力
あ

る
暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

昭和30（1955）年
合併記念祝賀行列

平成7（1995）年
有明公園完成

令和2（2020）年
松前町子育て世代包括支援センター
「はぐはぐ」開設

平成22（2010）年
町花ひまわりの種無料配布

平成23（2011）年
町道筒井徳丸線開通ウォーク

昭和56（1981）年
新嘗祭献穀田植え式

昭和60（1985）年
合併30周年
教育の町宣言20周年記念式典

松
前
町
が
誕
生
し
て
か
ら
今
日
ま
で
、町
の
移
り
変
わ
り
と
主
な
出
来
事
を
、

時
代
ご
と
に
振
り
返
り
ま
す
。

社
会
、文
化
、産
業
の
進
展
に
貢
献
し
、功
績
の
あ
っ
た
方

に「
松
前
町
名
誉
町
民
」の
称
号
を
贈
り
、そ
の
功
績
を

顕
彰
し
て
い
ま
す
。

沿
革
と
今
昔
の
記
憶

松
前
町
ア
ー
カ
イ
ブ
ス

昭
和
30
年
　
松
前
町
・
岡
田
村
・
北
伊
予
村
が
合
併
し
て
松
前
町
が
誕
生

昭
和
31
年
　
重
信
川
川
口
大
橋
完
成
／
第
１
回
松
前
町
成
人
式
開
催

昭
和
32
年
　
社
会
福
祉
協
議
会
設
立
／
義
農
神
社
建
立

昭
和
34
年
　
義
農
公
園
完
成

昭
和
35
年
　
伊
予
郡
養
護
老
人
ホ
ー
ム「
和
楽
園
」開
園

昭
和
38
年
　
役
場
庁
舎
完
成

昭
和
39
年
　「
教
育
の
町
」を
宣
言

昭
和
40
年
　
二
名
町
営
住
宅
16
戸
建
築

昭
和
41
年
　
松
前
町
中
央
公
民
館
完
成

昭
和
42
年
　
伊
予
鉄
古
泉
駅
開
設

昭
和
43
年
　
北
伊
予
・
岡
田
出
張
所
廃
止

昭
和
44
年
　
第
１
回
伊
予
郡
社
会
体
育
大
会
開
催

昭
和
45
年
　
第
１
回
海
岸
清
掃
実
施

昭
和
46
年
　
小
中
学
校
完
全
給
食
実
施（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
完
成
）

昭
和
47
年
　
国
道
56
号
バ
イ
パ
ス
開
通

昭
和
48
年
　
第
１
回「
は
ん
ぎ
り
競
漕
」開
催

昭
和
49
年
　
町
民
グ
ラ
ン
ド
完
成
／
松
前
老
人
憩
の
家
完
成

昭
和
51
年
　
伊
予
市
松
前
町
共
立
衛
生
組
合「
塩
美
園
」完
成
／

　
　
　
　
　
第
１
回
松
前
町
文
化
祭
開
催

昭
和
52
年
　
青
少
年
補
導
セ
ン
タ
ー
設
置
／
伊
予
地
区
清
掃
セ
ン
タ
ー
完
成

昭
和
53
年
　
松
前
町
体
育
協
会（
現
松
前
町
ス
ポ
ー
ツ
協
会
）設
立

昭
和
54
年
　
保
健
セ
ン
タ
ー
完
成
／
西
公
民
館
新
築
／
松
前
町
誌
発
行

昭
和
55
年
　
長
尾
谷
川
外
側
橋
完
成
／
北
公
民
館
、児
童
館
、岡
田
老
人
憩
の
家
完
成

昭
和
56
年
　
新
嘗
祭
献
穀
田
植
え
式
が
松
前
町
で
行
わ
れ
る
／
松
前
町
文
化
協
会
設
立

昭
和
57
年
　
松
前
町
青
少
年
育
成
協
議
会
設
立
／
義
農
作
兵
衛
翁
２
５
０
年
祭

昭
和
58
年
　
愛
媛
県
立
伊
予
高
等
学
校
開
校

昭
和
59
年
　「
ま
さ
き
音
頭
」完
成

昭
和
60
年
　
松
前
町
民
憲
章
制
定
／
合
併
30
周
年 

教
育
の
町
宣
言
20
周
年
記
念
式
典
開
催

昭
和
61
年
　
住
民
情
報
漢
字
オ
ン
ラ
イ
ン
シ
ス
テ
ム
開
始
／
松
前
郵
便
局
完
成

昭
和
63
年
　
松
前
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
完
成

平
成
２
年
　
四
国
の
町
で
初
め
て
人
口
３
万
人
に
到
達
／
北
海
道
松
前
町
と
姉
妹
都
市
提
携
／

　
　
　
　
　「
義
農
作
兵
衛
」の
歌
誕
生
／
町
花
、町
章
、町
木
、シ
ン
ボ
ル
マー
ク
決
定

平
成
３
年
　
ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ボ
ル
塔
完
成
／
松
前
消
防
署
・
松
前
防
災
セ
ン
タ
ー
完
成

平
成
４
年
　
東
公
民
館
完
成

平
成
５
年
　「
人
権
尊
重
の
町
」を
宣
言
／
ひ
ょ
こ
た
ん
池
公
園
完
成
／
出
作
遺
跡
調
査
報
告
書
完
成

平
成
７
年
　
有
明
公
園
、福
徳
泉
公
園
完
成

平
成
８
年
　
松
前
公
園
体
育
館
・
多
目
的
広
場
完
成

平
成
９
年
　
黒
田
保
育
所
完
成

平
成
10
年
　
新
役
場
庁
舎
完
成

平
成
11
年
　
第
１
回
ま
さ
き
交
流
の
翼
／
小
富
士
保
育
所
完
成

平
成
12
年
　
松
前
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
完
成
／
松
前
町
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
／

　
　
　
　
　
ホ
ー
ム
ペー
ジ
開
設

平
成
13
年
　
町
道
筒
井
徳
丸
線
第
１
工
区
開
通

平
成
14
年
　
住
民
基
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
開
始
／
松
前
浄
化
セ
ン
タ
ー
完
成

平
成
15
年
　
新
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
落
成
／
松
前
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
開
設
／

　
　
　
　
　
県
道
伊
予
松
山
港
線
川
口
大
橋
開
通

平
成
16
年
　
伊
予
郡
養
護
老
人
ホ
ー
ム「
和
楽
園
」新
築
移
転

平
成
17
年
　
町
制
施
行
50
周
年
記
念
式
典
開
催

平
成
19
年
　
松
前
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
／
恵
久
美
浄
水
場
完
成

平
成
20
年
　
エ
ミ
フ
ル
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
開
店
／
松
前
町
ひ
ま
わ
り
バ
ス
運
行
開
始

平
成
21
年
　
バ
イ
オ
マス
タ
ウ
ン
に
認
定

平
成
23
年
　
町
道
筒
井
徳
丸
線
第
２
工
区
開
通

平
成
25
年
　
ロ
ゴマー
ク
作
成
／
第
１
回
松
前
町
産
業
ま
つ
り「
た
わ
わ
祭
」開
催

平
成
26
年
　
北
伊
予
浄
水
場
完
成

平
成
27
年
　
町
制
施
行
60
周
年
記
念
式
典
開
催

平
成
28
年
　
松
前
町
ホ
ッ
ケ
ー
公
園（
現
松
前
町
国
体
記
念
ホ
ッ
ケ
ー
公
園
）完
成
／

　
　
　
　
　
松
前
町
夏
祭
り「
は
ん
ぎ
り
甲
子
園
」開
幕
／

　
　
　
　
　
芽
吹
き
と
実
り
の
は
だ
か
麦
プ
ロ
ジェ
ク
ト
始
動

平
成
29
年
　
第
１
回
ホ
ッ
ケ
ー
を
通
じ
た
国
際
交
流
／
松
前
ひ
ま
わ
り
保
育
所
完
成
／

　
　
　
　
　「
愛
顔
つ
な
ぐ
え
ひ
め
国
体
・え
ひ
め
大
会
」開
催

平
成
30
年
　
四
国
初
ラ
ウ
ン
ド
ア
バ
ウ
ト
導
入
／
台
地
泉
公
園
整
備
／
町
の
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
完
成
／

　
　
　
　
　
恋
泉
畑
整
備
／
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
デ
ザ
イ
ン
決
定

平
成
31
年
　
証
明
書
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
ス
タ
ー
ト

令
和
元
年
　
Ｊ
Ｒ
北
伊
予
駅
自
由
通
路「
べ
ん
て
ん
ば
し
」完
成

令
和
２
年
　
松
前
町
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー「
は
ぐ
は
ぐ
」開
設

令
和
３
年
　
町
道
西
古
泉
筒
井
線
開
通（
予
定
）

昭
和
の
記
憶

平
成
の
記
憶

令
和
、

こ
れ
か
ら
の
展
望

昭
和
30
年
代

昭
和
40
年
代

昭
和
50
年
代

昭
和
60
年
代

平
成
元
年
〜

平
成
10
年
〜

平
成
20
年
〜

平
成
30
年
〜

昭和42年から4期（16年）町長を務める。「清
潔」「責任」「調和」の三本柱を基本理念とし、
町制の正常化と財政の再建に成功した。町
行政に対する住民の信頼を回復し、対外的に
も松前町の信頼回復を成し遂げた。
Mr. MIHARA served as the mayor of Masaki 
for four terms (16 years) from 1967. Standing 
by three basic principles, ‘cleanness’, ‘respon-
sibility’ and ‘harmony’, he accomplished the 
normalization of the town administration and its 
financial reform. Trust for the town administra-
tion was regained not only by its residents, but 
also from out of town as well.

Mr. TSUBOUCHI was an entrepreneur who 
succeeded in his ship building and sightseeing 
businesses. He is known as ‘the king of recon-
struction’, saving many businesses from crises. 
He devoted himself to educating the young who 
will shape the future of Masaki, and worked on 
the promotion of social education, for example 
the establishment of ‘Tsubouchi Library’ and the 
enrichment of cultural facilities. 

After serving as a member of the Ehime prefectural 
assembly, Mr. SHIRAISHI took the seat as gover-
nor in 1971. During his service over four terms (16 
years), he made extraordinary accomplishments for 
the prefectural administration, including the construc-
tion of ‘Shimanami Kaidō’ (road and multiple bridge 
crossing across the Seto Inland Sea). Mr. SHIRAISHI 
also contributed in the development of the Town, for 
example the establishment of the Ehime Prefectural 
Police Academy and Prefectural Iyo High School. 

愛媛県議会議員を経て、昭和46年県知事に就
任。4期（16年）の在職中、「しまなみ海道」建設
のほか県政に多大な功績を残す。松前町内に愛
媛県警察学校、県立伊予高等学校を開校する
など、町の発展に寄与した。

造船や観光業で財を成した実業家。多くの企
業の経営危機を救い「再建王」と呼ばれる。松
前町の未来を担う青少年育成に尽力し、「坪
内文庫」の開設や文化施設の充実など社会
教育の振興に尽力した。

故 三
み

原
はら

藤
ふじ

美
み

 氏
［第三代町長］

故 白
し ら

石
い し

春
は る

樹
き

 氏
［元愛媛県知事］

故 坪
つぼ

内
うち

壽
ひさ

夫
お

 氏
［実業家］

名
誉
町
民

Honorary Residents

The late
TSUBOUCHI Hisao

The late
SHIRAISHI Haruki 

The late
MIHARA Fujimi

Masaki Town, founded in 1955, grew dramatically during the Japanese economic miracle, 
establishing the essential foundation for the town’s development, which is still valid today. 
The cornerstone of this is the Ginō spirit that has been passed on over generations (refer 
to p26-27) and the ‘Town of Education’ declaration of 1964, sworn as the town’s basic 
principle. 

Taking advantage of the gifted local resources of 
Masaki, such as the location, its beautiful natural 
environment and sceneries, the town’s develop-
ment will focus on making the town more attrac-
tive and livable, with the cooperation of the town 
and its residents. The municipal merger celebrationRice planting ceremony for the Niiname-sai offering

Town Road Tsutsui Tokumaru Line opening walk

Ariake Park opens

The free distribution of sunflower seeds, the town flower

30th anniversary of the merger
20th anniversary ceremony for the Town of 
Education declaration

Foundation of Masaki Child Raising Generation 
Inclusive Support Center “Haguhagu”

Memories of Shōwa

Reiwa: outlook for the future

Masaki in the Heisei period (1989-2019) pushed for 
a comfortable living environment, harmonized with 
nature. This included the foundation of bases for 
the residents to find what they could be passionate 
about or places to go for relaxation, such as aquatic 
parks and Masaki Park. Measures for residents to 
live comfortably, for example elderly care, physical 
fitness and childcare systems were also arranged.

Memories of Heisei

M
asaki Town Archives



古
代
の
伊
予
一
帯
の
祭
祀
を
行
う
中
心
地
と
し

て
ひ
ら
け
た
松
前
町
。賤
ヶ
岳
七
本
槍
で
知
ら

れ
る
加
藤
嘉
明
公
が
松
山
に
移
る
ま
で
拠
点
と

し
た
松
前
城
が
あ
り
、「
お
た
た
さ
ん
」の
伝
説
や

「
義
農
ス
ピ
リ
ッ
ト
」が
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。
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作
兵
衛
は
、筒
井
村
の
貧
し
い
農
家
に

生
ま
れ
ま
し
た
。享
保
17（
１
７
３
２
）

年
に
西
日
本
を「
享
保
の
大
飢
饉
」が
襲

い
ま
す
。食
べ
る
も
の
が
な
く
な
り
、と

う
と
う
翌
年
に
ま
く
は
ず
の
麦
種
ま
で

食
べ
る
者
も
現
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
作
兵
衛
は「
一
粒
の
麦
種
が
来

年
何
百
粒
、何
千
粒
も
の
麦
に
な
る
。自

分
が
わ
ず
か
の
日
生
き
る
だ
け
に
食
べ
て

し
ま
っ
て
、ど
う
し
て
来
年
の
種
子
が
で

き
よ
う
か
？
」と
一
粒
の
麦
も
食
す
る
こ

と
な
く
、亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

作
兵
衛
の
農
家
と
し
て
の
生
き
方
に

松
前
の
人
々
は
心
を
打
た
れ
ま
す
。松
山

藩
主
・
松
平
定
静
は
作
兵
衛
を「
義
農
」

と
称
え
て
碑
を
建
立
し
ま
し
た
。

　

作
兵
衛
の
尊
い「
義
農
ス
ピ
リ
ッ
ト
」は

町
民
の
心
に
生
き
続
け
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
や
地
域
安
全
活
動
な
ど
、幅
広
い

分
野
で
生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

　松前城の起源は明らかではありませんが、平安時代初期に
はあったと考えられています。文禄４（1595）年、賤ヶ岳七本槍と
して名をはせた加

か

藤
とう

嘉
よし

明
あき

が入国。松前城を改修、嘉明は城下
町を整備します。その後、嘉明は関ケ原の戦いで徳川方に貢
献。20万石に加増され、松山に築城を認められます。その際松
前城を移築したため、松前城は廃城になりました。現在、松前
城の龍燈の松が植えられていた場所を松前城跡としています。

　伊予神社の北西「いらずの森」に、三基の五輪塔があります。
五輪塔は、下から地輪・水輪・火輪・風輪・空輪を表す石が積
み重なっています。建造された時代や由緒などは伝わっていませ
んが、力強い姿と造形手法からみて、鎌倉時代後期のものと推
定されています。明治30（1897）年にこの五輪塔がある場所から
青銅の経筒などが出土し、昭和44（1969）年にこれらの出土品
とともに松前町の有形文化財に指定されました。

Ginō Sakubei

Ginō - The core Spirit of the Masaki People, Inherited for Generations

　平安末期の永承年間（1046～1053年）、京の公家の娘、多
喜津姫（瀧姫）は身分違いの恋のため罪にとわれ、侍女と共に
松前の浜に漂着。松前の人 の々温かい人情に触れた姫は、ここ
を永住の地に定め、生活のために頭上に頂いた桶で魚を売り歩
く行商となりました。お瀧がなまって「おたた」となり、これが女性の
行商「おたた」の始まりと言われています。瀧姫は、行商の安全と
繁栄を守る神として瀧姫神社に祭られています。

　昭和52（1977）年、ほ場整備事業の工事中に発見された
古墳時代中期（約1500年前）の祭

さい

祀
し

遺跡。東西約1.0㎞、南
北0.3㎞に及ぶと推定され、西日本を代表する大規模なもの
で、伊予全域を対象とした祭祀跡と考えられます。土

は じ き

師器や
須

す え き

恵器、勾
まがたま

玉、鉄器など多くの出土品は、松前町役場で見る
ことができます。

義ぎ

農の

う

作さ

く

兵べ

衛え

松ま

前さ

き

城じ
ょ
う

跡あ

と

五ご

輪り

ん

塔と

う

瀧た

き

姫ひ

め

神じ

ん

社じ

ゃ

出し
ゅ
っ

作さ

く

遺い

跡せ

き

松
前
町
民
の
心
に
受
け
継
が
れ
る
義
農
ス
ピ
リ
ッ
ト

自
分
の
身
を
犠
牲
に
し
、

多
く
の
人
々
を
飢
え
か
ら
救
っ
た

初
代
松
山
城
主
・
加
藤
嘉
明
の
居
城

町
指
定
文
化
財
・

日
本
の
伝
統
的
な
供
養
塔

４
月
23
日

義
農
祭

５
月
３
日

松
前
港
ま
つ
り

春夏秋冬
８
月
第
１
土
曜
日

ま
さ
き
町
夏
祭
り

８
月
頃

中
川
原
ひ
ま
わ
り
祭
り

８
月
14
日

大
間
火
流
し

８
月
25
日

大
間
灯
籠
流
し

10
月
中
旬

地
方
祭（
松
前
町
秋
祭
り
）

10
月
下
旬

ま
さ
き
文
化
祭

11
月
頃

ま
さ
き
町
産
業
ま
つ
り

「
た
わ
わ
祭
」

12
月

ふ
れ
あ
い
健
康
マ
ラ
ソン

１
月

成
人
式

お
姫
様
が
起
源
の「
お
た
た
さ
ん
」

古
代
伊
予
国
の
中
心
で
あっ
た
祭
祀
跡

Sakubei was born to a home of impoverished farmers in 
Tsutsui Village. In 1732, the 'Kyōhō famine' strikes the west 
of Japan. Without any food, there were people who even 
started to eat wheat seeds that were to be sown the next 
year.
However, Sakubei left behind the word “a single wheat seed 
becomes hundreds and thousands of wheat the next year. If 
you eat it to live for a day, how can there be any the next 
year?”, then passed away without eating any of his wheat. 
Sakubei’s dedication as a farmer moved the people of Masa-
ki. MATSUDAIRA Sadakiyo, the feudal lord of Matsuyama, 
built a monument honoring him with the name 'Ginō', con-
sisting of the two sinograms for honor and agriculture.
Sakubei’s valuable 'Ginō spirit' still lives on in the hearts 
of Masaki residents, being applied to vast areas such as 
volunteering and activities for the safety of the community.

Although the origin of Masaki Castle is unknown, it is believed to have existed 
early on in the Heian period. In 1595, KATŌ Yoshiaki, one of the Seven Spears of 
Shizugatake, settled in. As Yoshiaki renovated Masaki Castle, he also organized 
the castle town. Later, Yoshiaki contributed to Tokugawa in the Battle of 
Sekigahara. As a result, his land’s value was raised to 200,000 koku and was 
given permission to build his castle in Matsuyama. Due to its relocation, Masaki 
Castle became abandoned. Today, the area where the dragon descending pine 
tree stood is preserved as the Masaki Castle Ruins. 

Three Gorintōs stand in the 'Forbidden Forest' on the north-western side of Iyo-jinja 
Shrine. Each Gorintō layered with stones that resemble the ring of earth, water, fire, 
wind and sky, all in the same order from the bottom. The year built nor its origin is 
unknown, however, from the look of their sturdiness and how they were modeled, it is 
believed that they were made in the second-half of  Kamakura period. A bronze 
cylindrical scripture case and other artifacts were excavated from the site in 1897. In 
1969, Gorintō were designated as a tangible cultural asset of Masaki Town along 
with these excavated items.

Shussaku Ruins is a name given to an old ritual site from the mid-Kofun period 
(approx. 1500 years ago), found in 1977 during construction for a farmland 
consolidation project. Being one of the largest ritual sites in western Japan, 
estimated to be 1.0km east to west and 0.3km north to south, it was possibly 
targeted for the whole Iyo area. Most of the excavated items can be seen at the 
Masaki Town Hall, such as Hajiki  and Sueki  potteries, magatama, and steel tools.   

During the Eishō era (1046 - 1053) at the end of the Heian period, Princess Takitsuhime 
(or Takihime), the daughter of a royal family in the imperial capital, was exiled along with 
her maid for the crime of falling in love with a man of a different class; and landed on the 
beach of Masaki. Having experienced hospitality from the kind people of Masaki, she 
decided to live there forever, and became a merchant who walked around to sell fish that 
she stored in a pail on top of her head for a living. The pronunciation of Otaki, what she 
was called, became 'Otata' over time, and it is believed that this is the origin of the word 
'otata ' which is a name given to female merchants. Takitsuhime is enshrined in Takihime-
jinja Shrine as a Goddess who protects the safety and prosperity of merchants.

明治14 （1881）年に建立された義農神社。毎年4月23日に、
作兵衛をしのび「義農祭」が開かれる

義農作兵衛銅像。やせ細った体に、「身を犠牲にしても大勢の命を救えるなら本望」という崇高な精神を宿した表情

文化財
・
史跡

奉
仕
と
思
い
や
り
の
精
神

イベント
カレンダー

ふ
れ

あい健康マラソン

まさ
き

町

産業まつり「たわわ祭」

まさき町夏祭り
義農祭

のどかな田園風景に秘められた古代ロマン

松前港の突堤にある天保山にある瀧姫神社 大正14（1925）年建立された碑は、旧陸軍大将・秋山好古の題額

大きいものは高さ約188㎝、小さいものでも約152㎝ある

Shussaku Ruins

Takihime-jinja Shrine Masaki Castle Ruins

Gorintō (Five Ringed Tower)



松
前
暮
ら
し
は
や
わ
か
り

エ
リ
ア
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

エ
リ
ア
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

愛
媛
県
内
で
面
積
が
１
番
小
さ
く
、車
で
30
分
も
あ
れ
ば

町
内
を
一
周
で
き
る
コ
ン
パ
ク
ト
な
松
前
町
。

松
前
・
北
伊
予
・
岡
田
の
３
校
区
に
分
か
れ
、小
学
校
と

中
学
校
の
校
区
が
一
致
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

岡田エリア 松前エリア北伊予エリアってどんなところ？ ってどんなところ？ってどんなところ？

松前町役場や松前公園、福祉や文化施設、四
国最大級のショッピングモール「エミフルＭＡＳ
ＡＫＩ」があり、生活するのに便利なエリア。伊予
灘に沿った海岸線には、美しい砂浜が広がって
います。

遺跡や文化財、由緒ある寺社、
古民家が多く、歴史を感じさせ
る地区です。ひょこたん池公園と
福徳泉公園の２つの親水公園
は地域の憩いの場。町内で唯一
ＪＲの駅があるエリアです。

特産の麦畑が広がるのどかな
田園地帯。バードウォッチングの
聖地・重信川河口、はんぎり競
漕や夕日が美しい塩屋海岸、
灯籠流しで有名な有明公園も
あります。松山市と隣接する立
地から、新興住宅地も多いエリ
アです。

Masaki, a town with the smallest land 
in Ehime Prefecture, where you can go 
around the whole town in about 30 min-
utes by car. The town has three school 
districts which are Masaki, Kita-Iyo and 
Okada; and is unique because the ele-
mentary and junior-high school districts 
are the same.

南
みなみくろだ

黒田 ・ 北
きたくろだ

黒田 ・ 浜
はま

 ・ 筒
つ つ い

井

徳
とくまる

丸 ・ 中
なかがわら

川原 ・ 出
しゅっさく

作 ・ 神
かんざき

崎 ・ 鶴
つるよし

吉 ・ 横
よ こ た

田 ・ 大
おおみぞ

溝 ・ 

永
な が た

田・ 東
ひがしこいずみ

古 泉

大
だ い ま

間 ・ 上
かみたかやなぎ

高 柳 ・ 恵
え く び

久美 ・ 昌
しょうのうち

農内 ・ 西
にしたかやなぎ

高 柳 ・ 西
にしこいずみ

古泉 ・ 北
きたがわら

川原

松前小学校 ・ 松前中学校

北伊予小学校 ・ 北伊予中学校

岡田小学校 ・ 岡田中学校

松前幼稚園 ・ 古城幼稚園 ・
松前ひまわり保育所 ・ 黒田保育所

小富士保育所 ・ 青葉幼稚園

白鶴保育所 ・ 岡田保育園 ・ エンゼル幼稚園 ・ コモドまさき園

8カ所 ・ 歯科8カ所

6カ所 ・ 歯科4カ所

5カ所 ・ 歯科3カ所

北伊予
エリア

岡 田
エリア

松 前
エリア

29 28

通学区域

通学区域通学区域

学　校

学　校

学　校

教育保育

教育保育

教育保育

病　院

病　院

病　院 まさき町夏祭りやまさき文化祭、義農祭など、
子どもも楽しく参加できる行事が多いのが自
慢です。エミフルＭＡＳＡＫＩや松前公園にも
近いですし、地元で「西の浜」と呼ぶ海岸にも
よく遊びに行きます。地域の皆さんが子どもに
優しくて、うれしいです。

農家の方が多く、新鮮な食材が手
に入ります。松山ICに近く、ＪＲ北
伊予駅もあっていろんな場所へ
のアクセスも良好。ショッピング
モールまでも車で5分なので便利
ですよ。自然豊かな環境で子育て
がしやすいです。

近所が親切な方ばかりで、4人の子
どもたちにも優しく接してくれます。
「教育の町」と言われているだけ
あって、勉強熱心な子どもが多いよ
うに思います。保護者の皆さんも、勉
強やスポーツに真面目で熱心な
方 が々多いです。

山
本さんファミリー

野

村
さんファミリー

The Town Area
Guide Map
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第５次松前町総合計画 The 5th Masaki Town General Plan

The Future Vision

The five basic measures based on the SDGs

Basic measure #1
Making a safe and secure living environment

Basic measure #2
Physical fitness to live with a smile

Basic measure #3
Education to nurture an enriched spirits

松前町を次の世代に誇りを持って引き継いでいくため、さまざまな状況の
変化に対応したまちづくりの指針を10年ごとに策定。令和11年度までに
目指す将来像の実現に向けた計画を推進します。

To pass on Masaki to the next generation with honor, town 
development policies are reestablished every 10 years, 
adapting to various environmental changes. The town will 
promote the plan to actualize the future vision by 2029.

松前町には、恵まれた立地条件、豊富な水、美しい自然環境をはじめとする特性・資源があります。これらの利点や
強みを最大限に生かし、全ての分野にわたってレベルアップを進めます。町民一人ひとりが日々生きている幸せを
実感しながら、働き、学び、憩い、楽しみ、笑顔で暮らすことができる町を目指します。

消防団員、消防団施設や車両、装備を充実させ、消防団活
動を強化します。

住み慣れた地域で支え合いながら暮らせるコミュニ
ティを作り、福祉サービスの充実やボランティア等の
育成に努めます。

学校・家庭・地域社会が連携し、安全・安心な教育環境で未来を担
う子どもたちを育成します。特別支援教育も充実させます。

危機管理マニュアルの整備や定期的な訓練、避難所の整備、防
災リーダーを育成します。治水対策、水防対策を進めます。

高齢者が尊重され、支え合って、自分らしい暮らしを最後ま
で続けられるサービスの充実に努めます。

生涯にわたり、学びと文化芸術活動を続けられる環境を整えます。

警察署や防犯協会等と連携し、住民の防犯意識を高めま
す。町民主体の「スクールガードまさき」や「高齢者安心安全
サポーター」で防犯･地域安全活動に力を注ぎます。

障がい者が自立して社会参加ができるように、生活環
境を整備し、福祉サービスを充実させます。障がい者
に対する町民の理解も深めます。

スポーツ施設を整備するほか、スポーツ団体・指導者を育成します。
ホッケーのまちづくりも推進します。

子どもの遊び場、住民の憩いの場、交流の場で、
防災機能も備えた公園の維持管理に努めます。

次世代をつくる新しい住民自治を目指し、特色あ
るコミュニティ活動が活性化する環境を整えます。

消費者トラブルを未然に防げるように消費者教育を進
め、消費生活相談体制の充実を図ります。

水と緑の美しい自然環境・景観を最
大限に生かし、環境負荷の少ない持
続可能なまちづくりを進めます。

全ての子どもたちが健やかに生まれ育ち、
豊かな子ども時代を過ごせる社会・環境づ
くりに努めます。子どもと子育て家庭を支援し、地域で子育てを考えます。

町民の文化芸術活動を支援します。文化財や郷土の歴史、伝統
文化を子どもたちに伝えます。

ごみ処理・リサイクル体制、し尿及び浄化槽汚
泥処理体制を充実させ、5R運動を進めます。

生涯にわたって心身ともに健康で安心して暮らせるよう、健康づくり
や食育を推進し、健診や地域医療体制を充実させます。感染症対策
も進めます。

青少年のさまざまな悩みに対応し、非行防止に努めます。青少年が
主体的に関われる地域活動への参加を促進します。

多国籍住民が共生できる環境づくり、町民の国際交流を推
進します。姉妹都市との交流を、町民・児童同士や同種企業
同士で深めます。

暴力・ハラスメントなどの問題解決につながる体制を構築
し、男女が共に認め合い、あらゆる分野で共同参画できる社
会を目指します。

人権・同和問題に関する教育、啓発活動を進めます。
SNS等による人権侵害情報提供窓口を設置し、人
権侵害の解消に努めます。

国民健康保険制度や後期高齢者医療保険制度、介護保
険制度を円滑に運営します。低所得者への援助と経済的自
立を支援します。

①消防の充実 Fulfil firefighting environments

①地域福祉の充実 Fulfil community welfare

①学校教育の充実 Fulfil school education

②防災・減災の促進 Promote for the reduction and prevention of disasters

②高齢者支援の充実 Fulfil elderly support

②生涯学習の推進 Promote lifelong learning

③防犯・交通安全の充実 Fulfil crime prevention and traffic safety environments

③障がい者・児支援の充実 Fulfil support for people and children with disabilities

③スポーツの振興 Promote sports

⑥公園・緑地・水辺の保全  Preserve parks, greeneries and waterfronts

⑦コミュニティの育成  Educating the community

消
しょうぼうでぞめしき

防出初式

ゼロからはじめるジョギング教室

子ども夢会議

⑧消費者行政の推進  Promote for consumer administration

④環境保全と景観の創造  Preserve the environment and create sceneries

④子育て支援の充実 Fulfil childcare support

④文化芸術の振興 Promote cultural arts

⑤循環型社会形成の推進  Promote to form a circulating society

⑤健康づくりの推進 Promote for physical fitness

⑤青少年の健全育成 Healthily educate the youth

⑥国際化、交流活動の推進 Promote globalization and exchange programs

⑦男女共同参画社会の実現 Actualize a gender equal society

⑧人権の尊重 Respect human rights

⑥社会保障の充実 Fulfil social security systems

SDGsとは「Sustainable Development Goals
（持続可能な開発目標）」のこと。国連加盟
193カ国が2030年までに達成すると定めた、
環境・経済･社会などさまざまな分野で達成す
るために掲げた17の目標です。

１年の無火災を願い、
毎年1月に行われる

「消防出初式」には、多
くの消防関係者と、地
域住民が参加。町の
火災予防意識を高め
ています

The 'firefighter New Year’s parade' raising the residents’ disaster prevention awareness

Jogging lessons that open a door for beginners, challenging for a physically 
fit life

Children rediscover the attraction of Masaki Town through experiencing 
the local history and culture

仕事が終わってからでも参加できるように夜7時からスタートするジョギン
グ教室。講師を務める元オリンピックマラソン代表の土佐礼子さんは「この
ような教室があるとコミュニティが生まれ、楽しく続けやすい」と話します。

松前町の魅力を発信するボ
ランティア団体「まさきーいい
とこ見つけ隊」が主催。町内
の小学生が、神社や古民家
を訪れて町の良さを発見した
り、特産品のはだか麦を味
わったりする体験を通じて松
前の魅力を再発見しました。

生きる喜び  あふれる  まち  まさき
A town where the joy of life springs: Masaki

目指す将来像

SDGsを踏まえた５つの基本施策

基本施策

基本施策

基本施策

安心・安全な生活環境づくり

笑顔で暮らせる健康づくり

豊かな心を育む人づくり

１

2

3

The basic aim of town development

　少子高齢化が進む中、子どもから高齢者
まで全ての町民が、心身共に健康でいること
ができる、日本一元気なまちが目標です。活
力にあふれ、みんな生き生きと活躍するまち
づくりを進めます。

　美しい自然環境･景観を大切に守り育て
るとともに、自然と共生した、全ての町民がき
らきらと輝く笑顔になるおしゃれなまちづくり
を進めます。誰もが住みたくなる、おしゃれな
まちを目指します。

　町民一人ひとりが生きる喜びを感じるこ
とができる、町民みんなが主役のまちづくり
を進めます。町民と行政が知恵と力を合わ
せ、まちに更なるにぎわいと潤いを生みだし
ます。

いきいき
心も体も元気いっぱい！

LIVELY Energetic from the core！ SHINY Contagiously fashionable! CHEERFUL All residents take the lead!

きらきら
まちも人もおしゃれに輝く！

わいわい
町民みんなが主役！

将来像を実現するため、新しいまちづくりの基本目標を定めます。まちづくりの基本目標
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若者の農業新規就業者、漁業後継者の育成と支援施策を
進めます。農水産物の直売体制や学校給食への導入、魚食
普及のPR活動、農水産物に付加価値を付けた加工品など
を開発し、地産地消を促進するとともに地域の活性化を図ります。

松前町の水源・地下水の保全に努め、上・下水道を
整備します。

大型商業施設と既存商店街が共存共栄する環境づくり、既
存企業への支援と地場産業の活性化を進めます。特に、海
産珍味加工業は松前町ならではの地場産業であり、より積極的な育成を図ります。

町の発展や人口増加に向けた、計画的な
土地利用を促進します。

松前町の水辺空間や文化財、田園風景など
の観光資源を結ぶ周遊ルートを設定。また
新たな郷土料理など、松前ならではの食資
源も開発します。さまざまなメディアを活用
し、町の観光ＰＲや知名度向上、イメージ
アップにつなげます。

地域の特性、住民のニーズに対応した、魅力的な
市街地を整備します。

立地の良さを生かして企業を誘致したり、
新事業創出や創業を促進したりして、雇用
の場を広げます。勤労者がゆとりと豊かさを
実感できるような労働環境の整備と、余暇活動の場の充実に努めます。

安全で快適な住宅施策を進めます。移住・定住促進に
向けた情報発信にも努めます。

道路整備や鉄道交通、バス交通の利便性を向上させます。

広報・広聴活動を充実させ、まちづくりに町民の参画を促進します。

防災や教育など、暮らしの中で、ＳＮＳを含む情報サービスを充実
させます。

自立性の高い自治体経営を持続的に進めていくため、行財政改革
を継続していきます。

①農水産業の振興  Promote agricultural and fishing industries

①上・下水道の整備 Maintain water supplies and sewers

②商工業の振興  Promote commercial and industrial sectors

②土地の有効利用 Utilize the land efficiently

③観光・交流機能の創出  Create sightseeing and interactive functions

③市街地の整備 Develop the urban area

若手農業者

ラウンドアバウト（環状交差点）

④雇用・就労環境の整備 Develop the employment and working environments

④住宅施策の推進 Promote residential projects

⑤道路・交通網の充実 Fulfil roads and traffic networks

⑥協働のまちづくりの推進 Promote cooperative town development

⑦情報化の推進 Promote information technology

⑧持続可能な自治体運営 Sustainable municipal management

若手農業者と町が意見交換をする
「若手農業者検討会議」を開催。若手
のアイデアで、松前町産農産物のPR
シール「まさき手形」や、農繁期の人
手不足対策に「まさき農業サポーター
人材バンク登録制度」ができました。

平成30年、エミフルＭＡＳＡＫＩフィッタ前交差点に四国初のラウンドアバ
ウトを導入し、歩行者や自転車も安心して通行しやすくなりました。ラウン
ドアバウトは信号がないため災害に強く、安全性も高まります。

基本施策

基本施策

活力あふれるにぎわいづくり

快適で暮らしやすい基盤づくり

4

5

Vitalization of agriculture with ideas from young people, such as creating 
PR stickers for Masaki Town local agricultural products

The first ‘roundabout’ in Shikoku was introduced; increasing traffic safety.

Basic measure #4
Stimulate a bustle, full of vitality

Basic measure #5
Develop a base for high comfortability and livability
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［所在］ 松前町大字筒井631番地
［東経］ 132°42′42″
［北緯］ 33°47′12″
［長さ］ 東西6.9㎞　南北4.0㎞
［面積］ 20.41㎢（2,041ha）

まさき色の風
基本ver.

まさき色の風
英語字幕付きver.

松前町

令和3年 松前町勢要覧

◎松山市

火災発生交通事故救急

世帯人口

転入 転出

人口密度 出生 死亡 結婚

離婚

ゴミ収集量 し尿等収集量

町税町職員

1日に0.02件1日に0.15回1日に3.4回

1世帯に2.3人

1日に3.4人 1日に3.1人

1㎢あたり1,500人 1日に0.5人 1日に0.9人 1日に0.21組

1日に0.12組

1日1世帯2.2㎏ 1日1世帯2.4ℓ

町民1人あたり
147,237円町民143人に1人

絵で見る町民の暮らし

Town Detailed Information

令和2年12月末  世帯数：13,582世帯
　　　　　　　  人　口：30,622人
※町税は令和元年度決算を基にして計算

地 勢 Topology

M a s a k i  t o w n
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Land

年次 田 畑 宅地 池沼 山林
原野 雑種地 その他 合計

平成28年 835 71 563 3 0 74 495 2,041

平成29年 832 71 564 3 0 74 497 2,041

平成30年 830 71 566 3 0 72 499 2,041

平成31年 828 71 568 3 0 70 501 2,041

令和２年 825 70 570 3 0 72 501 2,041

（単位 ： ha）

◦地域別土地面積（令和２年）

◦月別平均気温（平成28～令和２年の平均値）

◦月別降水量（平成28～令和２年の平均値）

総面積
2,041ha

田
40.4%

その他
24.6%
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28.0%
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資料 ： 気象庁

資料 ： 税務課

資料 ： 気象庁

◦人口と世帯数の数位

◦年齢別人口構成

平成17年 令和2年平成27年平成22年

人口（人） （世帯）

～～

世帯数

0

5,000

10,000
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25,000

30,000

35,000

12,000

13,000

14,000
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◦人口動態
資料 ： 町民課「人口移動報告書」

資料 ： 町民課「人口移動報告書」

資料 ： 町民課「年齢別人口調べ」

土 地人 口

気 象 Weather

Population

［平成7年］ ［令和2年］
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平成27年

平成  7年 56.8%

59.0%

62.4%

65.7%

67.5%

34.4%

33.3%

29.3%

27.9%

26.8%

8.8%

7.7%

7.6%

6.4%

5.7%

第三次産業

平成12年

平成17年

平成22年

第二次産業 第一次産業

　　　　区分

　年次

農家数

総数 自給的農家 販売農家

平成22年 923 276 647

平成27年 808 229 579

令和 2 年 690 201 489

（単位 ： 戸）資料 ： 農林業センサス

資料 ： 商業統計調査

資料 ： 国勢調査

資料 ： 財政課

資料 ： 保険課・上下水道課

資料 ： 上下水道課

（単位 ： 万円）

（単位 ： 万円）

資料 ： 農林業センサス

資料 ： 漁業センサス

◦農家数◦商業の推移

◦経営耕地面積

◦産業別就業者の推移 ◦令和元年度一般会計決算額

◦令和元年度特別・企業会計決算額 ◦一般会計決算額のグラフ

◦漁業世帯員数と就業者指数

　　　　区分

　年次

経営耕地面積

統計 田 畑 樹園地

平成22年 763 740 19 4

平成27年 849 822 18 9

令和 2 年 850 828 18 4

（単位 ： ha）

　　　　区分

　年次
世帯
総数

世帯員数 就業者
総数計 男 女

平成10年 31 81 45 36 47

平成15年 30 87 51 36 42

平成20年 32 60 27 33 53

平成25年 21 46 26 20 37

平成30年 19 49 30 19 36

（単位 ： 世帯、人）

平成19年

平成28年

平成26年

平成24年

商店数

279店舗

1,638人

4,639,011万円

269店舗

2,138人

5,216,956万円

260店舗

2,361人

6,179,120万円

316店舗

2,762人

8,562,281万円

従業者数 年間商品販売額

歳入
115億
9,981万円

自主財
源（
48.8%）依存

財
源（
51
.2%

）

地方税
45億
868万円

39.0%12.9%

8.6%

11.5%

11.8% 6.8% 3.0%

6.4%

繰越金
3億4,927万円

地方消費税交付金ほか
7億4,787万円

繰入金ほか
7億8,868万円

地方交付税
13億6,829万円

地方債
13億3,774万円

国庫支出金
15億62万円

県支出金
9億9,862万円

総務費
11億8,294万円

公債費
10億929万円

土木費
13億7,123万円

教育費
12億5,047万円

衛生費
8億261万円

消防費ほか
11億4,842万円

歳出
112億
4,874万円

40.0%

10.3%9.0%

12.2%

7.1%

11.1%

10.3%

民生費
44億

8,375万円

歳入
115億
9,981万円

自主財
源（
48.8%）依存

財
源（
51
.2%

）

地方税
45億
868万円

39.0%12.9%

8.6%

11.5%

11.8% 6.8% 3.0%

6.4%

繰越金
3億4,927万円

地方消費税交付金ほか
7億4,787万円

繰入金ほか
7億8,868万円

地方交付税
13億6,829万円

地方債
13億3,774万円

国庫支出金
15億62万円

県支出金
9億9,862万円

総務費
11億8,294万円

公債費
10億929万円

土木費
13億7,123万円

教育費
12億5,047万円

衛生費
8億261万円

消防費ほか
11億4,842万円

歳出
112億
4,874万円

40.0%

10.3%9.0%

12.2%

7.1%

11.1%

10.3%

民生費
44億

8,375万円

　区分

歳入

国民健康保険特別会計 348,109

後期高齢者医療特別会計 47,081

介護保険特別会計 290,794

公共下水道事業特別会計 77,346

歳出

国民健康保険特別会計 326,163

後期高齢者医療特別会計 45,467

介護保険特別会計 282,621

公共下水道事業特別会計 71,478

　区分

水道事業会計

収益的収入 45,541

収益的支出 44,468

資本的収入 26,032

資本的支出 44,646

1,400,000

平成
25年

平成
26年

平成
27年

平成
28年

平成
29年

歳入 歳出

平成
30年

令和
元年

1,200,000

1,000,000

800,000

600,000

400,000

200,000

（万円）

924,007

955,035
985,623 1,013,491

1,091,657
1,050,519

1,029,346

1,159,981

945,551 968,414
1,053,995

1,017,588 994,418
1,124,874

財 政産 業 FinanceIndustry

資料 ： 財政課
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◦水道の状況
◦保育所

◦幼稚園

◦指定文化財

◦小学校 ◦中学校

◦認定こども園

◦ごみ処理状況

◦し尿処理状況

◦公害苦情・陳情件数

　　　　区分

　年次
行政区域内人口

（人） 給水戸数（戸） 給水人口（人） 年間総配水量
（㎥）

1日平均給水量
（㎥）

1日最大給水量
（㎥）

平成27年度 30,942 11,099 30,297 3,388,223 9,257 10,419

平成28年度 30,782 11,220 30,157 3,410,325 9,343 10,564

平成29年度 30,843 11,302 30,222 3,473,255 9,515 10,544

平成30年度 30,814 11,380 30,197 3,480,757 9,536 10,730

令和元年度 30,605 11,464 30,013 3,484,476 9,520 10,382

　　　　区分

　年次
収集人口（人） 収集量（ｔ）

処理内訳（ｔ）

焼却 資源物 不燃物

平成27年度 30,942 10,917 7,912 2,586 419

平成28年度 30,782 10,843 7,938 2,496 409

平成29年度 30,843 11,019 8,177 2,436 406

平成30年度 30,814 10,940 8,286 2,288 366

令和元年度 30,605 11,104 8,493 2,258 353

　　　区分

 年次
町内の
施設数

入所児童数

０歳 １・２歳 ３歳以上 合計

平成28年 6 19 122 239 380

平成29年 6 11 138 246 395

平成30年 6 14 163 252 429

令和元年 6 18 157 247 422

令和２年 5 17 148 255 420

　　 区分

 年次
町内の
施設数 入所児童数

平成28年 3 337

平成29年 3 330

平成30年 3 300

令和元年 3 277

令和２年 2 83

種別 名称 所在地 指定年月日

県指定史跡 義農作兵衛の墓 松前町大字筒井 義農公園内 昭和28年12月25日

町指定有形文化財 五輪塔 ・ 経筒 ・ 磁器壺 松前町大字神崎193 伊予神社 昭和44年3月1日

町指定史跡 松前城跡 松前町大字筒井1410 昭和44年3月1日

町指定史跡 筒井門柱礎石 松前町大字筒井229 昭和44年3月1日

町指定史跡 龍燈の松 松前町大字筒井633
松前総合文化センター 平成15年2月24日

町指定有形文化財 松山領伊予郡絵図 松前町大字筒井633
松前総合文化センター 令和2年7月22日

　　 区分

 年次
学校数 学級数 教員数 児童数

平成28年 3 66 97 1,696

平成29年 3 67 100 1,684

平成30年 3 66 100 1,708

令和元年 3 66 103 1,736

令和２年 3 71 112 1,755

　　 区分

 年次
学校数 学級数 教員数 生徒数

平成28年 3 31 70 837

平成29年 3 30 73 807

平成30年 3 27 73 777

令和元年 3 29 73 780

令和２年 3 30 73 783

　　 区分

 年次

町内の
施設数

入所児童数

０歳 １・２歳 ３歳以上
合計

保育認定 保育認定 保育認定 教育認定

平成28年 2 10 52 38 160 260

平成29年 2 8 44 50 159 261

平成30年 2 11 50 52 160 273

令和元年 2 12 59 85 138 294

令和２年 3 11 66 109 190 376

　　　　区分

　年次
収集人口（人） 収集量（kℓ）

処理内訳（kℓ） 浄化槽設置基数（基） 浄化槽累計基数内訳（基）

し尿処理量 浄化槽汚泥処理量 増加基数 累計基数 合併処理浄化槽 単独処理浄化槽

平成27年度 30,942 11,917 4,278 7,639 103 6,481 2,773 3,708

平成28年度 30,782 12,042 3,265 8,777 86 6,567 2,882 3,685

平成29年度 30,843 11,838 3,119 8,719 83 6,650 2,989 3,661

平成30年度 30,814 11,962 2,642 9,320 73 6,723 3,084 3,639

令和元年度 30,605 11,957 2,470 9,487 88 6,811 3,190 3,621

　　　　区分

　年次
総数（件）

苦情・陳情内訳（件）
処理件数（件）

大気汚染 水質汚染 騒音振動 悪臭 その他

平成27年度 50 7 2 7 1 33 50

平成28年度 58 12 4 4 5 33 58

平成29年度 41 4 1 5 0 31 41

平成30年度 50 14 0 7 2 27 50

令和元年度 69 11 4 9 5 40 69

資料 ： 上下水道課

資料 ： 子育て・ 健康課（４月１日現在）

資料 ： 子育て･健康課
　　   （４月１日現在）

資料 ： 社会教育課

資料 ： 学校基本調査
　　   （５月１日現在）

資料 ： 学校基本調査
　　   （５月１日現在）

資料 ： 子育て・ 健康課（４月１日現在）

※入所児童数は、町内児童の町外施設利用数を含み、
　町外児童の町内施設の利用数は除く。

※入所児童数は、町内児童の町外施設利用数を
　含み、町外児童の町内施設の利用数は除く。

※入所児童数は、町内児童の町外施設利用数を含み、
　町外児童の町内施設の利用数は除く。

資料 ： 町民課

資料 ： 町民課

資料 ： 町民課

生活環境教育・文化 Living conditionsEducation & culture
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町議会は、町民から選挙で選ばれた議員で組織される。議員任期は４年と定められている

※平成19年4月1日より、助役から副町長へ名称が変更になりました。

　町議会は年４回の定例会や臨時会を通じ、町民の
要望を町政に反映させるため、予算、条例などの議案
や請願等について審議します。
　松前町の行政の長である町長は、町議会の決定に
従って、具体的に仕事を進めます。議会を議決機関、
町長を執行機関と呼び、両者が均衡を保ちながら共
に町の発展のために活動しています。
　町民による選挙で選ばれた町長と、町長の補佐をす
るほか行政の事務を監督する副町長、松前の教育行
政の最高責任者である教育長を、「三役」と呼びます。

議会と行政は車の両輪

暦順 氏　名 就任年月日 退任年月日
初代 古川　直一 昭和 30.  5.14 昭和 31.  3.23
２代 古川　直一 昭和 31.  3.23 昭和 32.  3.25
３代 中島　保義 昭和 32.  3.27 昭和 33.  3.20
４代 八束　　修 昭和 33.  4.  9 昭和 34.  4.30
５代 田邨　重光 昭和 34.  5.18 昭和 35.  3.21
６代 高市　　薫 昭和 35.  3.21 昭和 36.  3.17
７代 中矢　善次 昭和 36.  3.17 昭和 37.  3.16
８代 田邨　重光 昭和 37.  3.16 昭和 38.  5.  1
９代 中島　保義 昭和 38.  5.11 昭和 40.  3.12
10代 穴山　正重 昭和 40.  3.12 昭和 42.  1.13
11代 穴山　正重 昭和 42.  3.  9 昭和 42.  9.14
12代 中島　保義 昭和 42.11.17 昭和 43.  3.21
13代 足立　健三 昭和 43.  3.29 昭和 44.  5.  8
14代 村井　隆義 昭和 44.  5.  8 昭和 44.10.21
15代 加藤　良久 昭和 44.10.22 昭和 45.10.  6
16代 星加　忠雄 昭和 45.10.  6 昭和 46.10.22
17代 住田　広行 昭和 46.10.26 昭和 47.10.  4
18代 住田　広行 昭和 47.10.  4 昭和 48.10.12
19代 仲島　　蕃 昭和 48.10.12 昭和 49.10.  7
20代 早瀬　秋利 昭和 49.10.  9 昭和 50.10.22
21代 石丸　　甫　 昭和 50.10.27 昭和 51.  9.29
22代 石丸　　甫 昭和 51.  9.29 昭和 52.10.  3
23代 栗田　　淑 昭和 52.10.  4 昭和 53.10.  8
24代 栗田　　淑 昭和 53.10.  8 昭和 54.10.22
25代 村井　隆義 昭和 54.10.29 昭和 55.10.  6
26代 加納太郎次 昭和 55.10.  6 昭和 56.10.  6
27代 弓立　正則 昭和 56.10.  6 昭和 57.10.  7
28代 加藤　春徳 昭和 57.10.  7 昭和 58.10.22
29代 水口　正三 昭和 58.10.27 昭和 59.10.  5
30代 松田　正義 昭和 59.10.  5 昭和 60.10.  7
31代 大西　長平 昭和 60.10.  7 昭和 61.10.  6
32代 弓立　正則 昭和 61.10.  6 昭和 62.  6.15
33代 中島　　忠 昭和 62.  6.15 昭和 62.  8.  4
34代 中島　　忠 昭和 62.  9.11 平成  元.10.  2
35代 宮内　勝利 平成  元.10.  2 平成   3.  9.  5
36代 八束　　彰 平成   3.  9.  9 平成   4.10.  2
37代 八束　　彰 平成   4.10.  2 平成   5.  9.24
38代 本多　主計 平成   5.  9.24 平成   6.  9.30
39代 本多　主計 平成   6.  9.30 平成   7.  9.  5
40代 加納太郎次 平成   7.  9.  8 平成   8.  9.30
41代 水口　正三 平成   8.  9.30 平成   9.  9.29
42代 仲島　克雄 平成   9.  9.29 平成 10.  9.29
43代 小笠原好晴 平成 10.  9.29 平成 11.  6.  1
44代 大西　正春 平成 11.  6.  1 平成 11.  9.  5
45代 亀井　隆典 平成 11.  9.  9 平成 12.  9.29
46代 亀井　隆典 平成 12.  9.29 平成 13.  9.28
47代 三好　悦男 平成 13.  9.28 平成 14.  9.27
48代 三好　悦男 平成 14.  9.27 平成 15.  9.  5
49代 木下　　淳 平成 15.  9.  9 平成 16.  9.29
50代 岡田　幸一 平成 16.  9.29 平成 17.  9.29
51代 木下　　淳 平成 17.  9.29 平成 18.  9.25
52代 重川　利春 平成 18.  9.25 平成 19.  9.  5
53代 木下　　淳 平成 19.  9.  6 平成 20.  9.26
54代 伊賀上明治 平成 20.  9.26 平成 21.  9.29
55代 伊賀上明治 平成 21.  9.29 平成 22.  9.22
56代 早瀬　武臣 平成 22.  9.22 平成 23.  9.  5
57代 岡井馨一郞 平成 23.  9.  6 平成 24.  9.25
58代 三好　勝利 平成 24.  9.25 平成 27.  9.  5
59代 岡井馨一郞 平成 27.  9.  7 平成 29.  9.13
60代 八束　　正 平成 29.  9.13 令和  元.  9.  5
61代 加藤　博德 令和  元.  9.  6

暦順 氏　名 就任年月日 退任年月日
初代 石橋　寿朗 昭和 30.  5.14 昭和 31.  3.23
２代 高須賀孫平 昭和 31.  3.23 昭和 32.  3.28
３代 八束　　修 昭和 32.  3.28 昭和 33.  3.30
４代 大政　保衛 昭和 33.  4.  9 昭和 34.  4.30
５代 足立　健三 昭和 34.  5.20 昭和 35.  3.21
６代 塩梅　宮重 昭和 35.  3.21 昭和 36.  3.17
７代 篠崎　喜計 昭和 36.  3.17 昭和 37.  3.16
８代 伊賀上直司 昭和 37.  3.17 昭和 38.  5.  1
９代 石丸栄次郎 昭和 38.  5.11 昭和 40.  3.12
10代 大政　繁喜 昭和 40.  3.12 昭和 42.  1.13
11代 大政　繁喜 昭和 42.  3.  9 昭和 42.  9.14
12代 住田　広行 昭和 42.11.17 昭和 43.  3.28
13代 住田　広行 昭和 43.  3.29 昭和 44.  5.  8
14代 仲島　　蕃 昭和 44.  5.  8 昭和 44.10.22
15代 仲島　　蕃 昭和 44.10.22 昭和 45.10.  6
16代 大西　芳春 昭和 45.10.  6 昭和 46.10.22
17代 宇都宮友計 昭和 46.10.26 昭和 47.10.  4
18代 宇都宮友計 昭和 47.10.  4 昭和 48.10.12
19代 佐伯　太郎 昭和 48.10.12 昭和 49.10.  9
20代 藤井　正照 昭和 49.10.  9 昭和 50.10.22
21代 弓立　正則 昭和 50.10.27 昭和 51.  9.29
22代 加藤　春徳 昭和 51.  9.29 昭和 52.10.  4
23代 加藤　春徳 昭和 52.10.  4 昭和 53.10.  8
24代 松岡　政広 昭和 53.10.  8 昭和 54.10.22
25代 大西　長平 昭和 54.10.29 昭和 55.10.  6
26代 梶野和一郎 昭和 55.10.  6 昭和 56.10.  6
27代 中島　　忠 昭和 56.10.  6 昭和 57.10.  7
28代 中島　　忠 昭和 57.10.  7 昭和 58.10.22
29代 三好　春市 昭和 58.10.27 昭和 59.10.  5
30代 佐々木基祐 昭和 59.10.  5 昭和 60.10.  7
31代 松村　又次 昭和 60.10.  7 昭和 61.10.  6
32代 小笠原好晴 昭和 61.10.  6 昭和 62.  6.13
33代 宮内　勝利 昭和 62.  6.15 昭和 62.  8.  4
34代 宮内　勝利 昭和 62.  9.11 昭和 63.10.  3
35代 藤野　行史 昭和 63.10.  3 平成  元.10.  2
36代 村上　一郎 平成  元.10.  2 平成   3.  9.  5
37代 池内　義夫 平成   3.  9.  9 平成   4.10.  2
38代 池内　義夫　 平成   4.10.  2 平成   5.  9.24
39代 亀井　隆典 平成   5.  9.24 平成   6.  9.30
40代 仲島　克雄 平成   6.  9.30 平成   7.  9.  5
41代 大西　正春 平成   7.  9.  8 平成   8.  9.30
42代 岡田　幸一 平成   8.  9.30 平成   9.  9.29
43代 高市　　長 平成   9.  9.29 平成 10.  9.29
44代 田中　昭雄 平成 10.  9.29 平成 11.  9.  5
45代 三好　悦男 平成 11.  9.  9 平成 12.  9.29
46代 大西　正典 平成 12.  9.29 平成 13.  9.28
47代 福岡　知一 平成 13.  9.28 平成 14.  9.27
48代 木下　　淳 平成 14.  9.27 平成 15.  9.  5
49代 重川　利春 平成 15.  9.  9 平成 16.  9.29
50代 小野　景史 平成 16.  9.29 平成 17.  9.29
51代 藤川　修次 平成 17.  9.29 平成 18.  9.25
52代 伊賀上明治 平成 18.  9.25 平成 19.  9.  5
53代 三好　勝利 平成 19.  9.  6 平成 20.  9.26
54代 岡井馨一郞 平成 20.  9.26 平成 21.  9.29
55代 早瀬　武臣 平成 21.  9.29 平成 22.  9.22
56代 澤田登代一 平成 22.  9.22 平成 23.  9.  5
57代 藤岡　　緑 平成 23.  9.  6 平成 24.  9.25
58代 松本一二美 平成 24.  9.25 平成 25.  9.25
59代 松本一二美 平成 25.  9.25 平成 26.  9.29
60代 岡井馨一郞 平成 26.  9.29 平成 27.  9.  5
61代 八束　　正 平成 27.  9.  7 平成 29.  9.13
62代 稲田　輝宏 平成 29.  9.13 令和  元.  9.  5
63代 住田　英次 令和  元.  9.  6

暦順 氏　名 就任年月日 退任年月日
初代 鶴田　義正 昭和 30.  5.  1 昭和 34.  4.30
２代 鶴田　義正 昭和 34.  5.  1 昭和 38.  4.30
３代 兵頭　康雄 昭和 38.  5.  1 昭和 42.  4.30
４代 兵頭　康雄 昭和 42.  5.  1 昭和 42.10.23
５代 三原　藤美 昭和 42.12.11 昭和 46.12.10
６代 三原　藤美 昭和 46.12.11 昭和 50.12.10
７代 三原　藤美 昭和 50.12.11 昭和 54.12.10
８代 三原　藤美 昭和 54.12.11 昭和 58.12.10
９代 住田　広行 昭和 58.12.11 昭和 62.12.10
10代 住田　広行 昭和 62.12.11 平成   3.12.10
11代 住田　広行 平成   3.12.11 平成   7.12.10
12代 住田　広行 平成   7.12.11 平成 11.12.10
13代 白石　勝也　 平成 11.12.11 平成 15.12.10
14代 白石　勝也 平成 15.12.11 平成 19.12.10
15代 白石　勝也 平成 19.12.11 平成 23.12.10
16代 白石　勝也 平成 23.12.11 平成 27.12.10
17代 岡本　　靖 平成 27.12.11 令和  元.12.10
18代 岡本　　靖 令和  元.12.11 　

暦順 氏　名 就任年月日 退任年月日
初代 小笠原宗利 昭和 30.  5.22 昭和 33.  5.10
２代 古川　直一 昭和 34.  5.22 昭和 38.  5.10
３代 高市　貫二 昭和 38.  5.20 昭和 42.  5.19
４代 高市　貫二 昭和 42.  5.20 昭和 42.  9.10
５代 升田　　誠 昭和 43.  1.14 昭和 47.  1.13
６代 升田　　誠 昭和 47.  1.17 昭和 51.  1.16
７代 升田　　誠　 昭和 51.  1.21 昭和 55.  1.20
８代 松田　　武 昭和 55.  2.  4 昭和 59.  2.  3
９代 松田　　武 昭和 59.  2.  4 昭和 60.  8.10
10代 栗田　正隆 昭和 60.  8.26 平成  元.  3.31
11代 松田清太郎 平成  元.  4.  1 平成   3.  9.10
12代 秀野　　廣 平成   4.  1.  1 平成   7.12.31
13代 満田　泰三 平成   8.  2.  4 平成 11.  9.  1
14代 石川　晋吾 平成 12.  2.14 平成 17.  3.31
15代 佐伯　和雄　 平成 17.  4.  1 平成 19.  3.31
16代 栗田　哲志 平成 19.  4.  1 平成 23.  3.31
17代 栗田　哲志 平成 23.  4.  1 平成 27.  3.31
18代 中矢　博史 平成 24.  4.  1 令和 28.  3.31
19代 岡本　　靖 平成 27.  4.  1 平成 27.10.19
20代 升田　年紀　 平成 28.  4.  1 令和   2.  3.31
21代 德居　芳之　 令和   2.  4.  1 　

暦順 氏　名 就任年月日 退任年月日
初代 西村喜代一 昭和 30.  3.31 昭和 31.  3.31
２代 八束　英誉 昭和 31.  3.31 昭和 38.  9.30
３代 佐伯　太郎 昭和 38.10.  1 昭和 42.  9.30
４代 稲垣　　茂 昭和 42.12.25 昭和 51.  1.16
５代 住田　幸正 昭和 51.  2.  5 昭和 57.  3.31
６代 福嶋　正利 昭和 57.  4.  1 昭和 63.  2.  3
７代 満田　泰三 昭和 63.  2.  8 平成   8.  2.  3
８代 西村温一郎 平成   8.  2.  4 平成 13.  3.31
９代 赤星　皓一 平成 13.  4.  1 平成 19.  3.31
10代 永見　修一 平成 19.  4.  1 平成 27.  3.31
11代 本馬　　毅 平成 27.  4.  1 　

◦歴代議長◦歴代副議長◦歴代町長

◦歴代副町長

◦歴代教育長

議会・行政
Assembly & administration
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◦組織図

◦松前町民憲章

◦町木

◦町章

◦シンボルマーク

◦町花

◦イメージキャラクター

◦キャッチフレーズ

MASAKI INFORMATION

「松」 「ひまわり」

水きらめき　笑顔あふれる
ライフタウン・まさき

通称「マッキ−」

私たちの松前町は、美しい伊予灘に面し、豊かな緑に囲まれた古い歴史と伝統を誇る町です。
この町に住む私たちは、義農精神と進取の気性を受け継ぎ、豊かで明るくうるおいのあるま
ちづくりを願ってここにこの憲章を定めます。（昭和60年4月１日制定）

かつて海岸や小学校などに
あって、各家庭にも好んで植
えられていた松。「松前」をイ
メージしやすく、針葉樹で年
中緑を保ち、どっしりと構え
た力強い風情が、発展する
松前町を象徴しています。
（平成２年３月31日制定）

「ま・さ・き」を図案化して
飛躍を印象づける翼を表
現。横線3本は、合併3ヵ町
村の繁栄と和を結び、町の
発展を象徴しています。

「いつまでも若々しく、明る
い心で親しみやすい松前
町にしよう」という夢を、ひ
まわりに表現しています。

田園風景や自然が多い町の現状と、将来も緑にあふれ
た町になることを願って、豊かな自然につつまれた若さ
あふれる松前町を表現しています。

■シンボルカラー「緑」

（昭和36年12月町章として採用）
（平成２年３月31日制定）

太陽に向かって大きく
のびのびと育つひまわ
り。その姿は、若々しく、
力強く、健康的で、明る
く希望に満ちた活力あ
る松前町の発展を象徴
しています。
（平成２年３月31日制定）

恵まれた立地条件や水と緑の美しい自然環境・景観をは
じめとする本町の特性・資源を最大限に生かしながら、
町民と行政とが協働してすべての環境のさらなるレベル
アップを進めます。子どもから高齢者まで、町民一人一人
が笑顔でいきいきと住み、働き、学び、憩い、楽しむことが
できる生活自立のまちづくりを目指していきます。

義農作兵衛が身をもって農民の
命を救った「麦種」と瀧姫伝説に
ちなんだ魚の行商スタイルをイ
メージしたもので、松前の基幹産
業「農・漁業」を表します。
また、力強く前進する様子は町の
姿勢を表現し、下部に配するロゴ
「MASAKI」の「S」は豊富な水資
源として点在する「泉」をイメージ
しています。

一、私たちは、力いっぱい仕事に励み、活力のある町をつくります。
一、私たちは、スポーツに親しみ、心身共に健康な町をつくります。
一、私たちは、奉仕の心で助け合い、福祉の町をつくります。
一、私たちは、教養と文化を高め、生涯教育の町をつくります。
一、私たちは、思いやりの心を大切に、人情豊かな町をつくります。

町長

教育委員会

教育長

町議会

副町長 保健福祉部

産業建設部

公営企業部

教育委員会事務局

農業委員会

監査委員

事務局

常任委員会

議会運営委員会

特別委員会

文教厚生常任委員会
予算決算常任委員会
議会広報常任委員会

総務産業建設常任委員会

事務局 選挙管理委員会 事務局

総務部

総務課

広報広聴係
法務秘書係
危機管理係

統計電算係
財政係
入札財産係

管理収納係
町民税係
資産税係

コミュニティ係
住民係
生活環境係

保険料係
介護保険係
医療保険係

企画政策係

健康増進係
保育幼稚園係
児童福祉係 児童館

子育て支援係
（子育て世代包括支援センター）

国土調査係
農業振興係
農地係

商工水産観光係

管理係

建築住宅係
土木係

業務係

下水道工務係
水道工務係

総務係
学校教育係

生涯学習係
人権教育係
スポーツ振興係
ホッケー係

都市計画係都市計画室

小学校 3
中学校 3

幼稚園 2

青少年補導センター
公民館 3

障がい福祉係

地域包括支援センター係
保育所管理係 保育所 4

人権対策係

職員係

財政課

税務課

福祉課

町民課

保険課

子育て・健康課

まちづくり課

産業課

上下水道課

会計課

学校教育課

社会教育課

会計係



松前町役場

Facebook

松前町
公式HPMasaki Town Hall

転入・転出などの各種手続きや、暮らしにまつ
わる相談など、松前町の行政サービスの窓
口。5階に傍聴席を備えた議場がある。本会
議の様子はインターネットでも傍聴可能。
所在地／松前町筒井631
TEL／089-985-2111

松前公園体育館

松前町役場に隣接する松前公
園にある体育館。トレーニング
ルームや卓球場、アリーナなどが
予約制で利用できる。

所在地／松前町筒井638
TEL／089-984-7227

松前町総合福祉センター

福祉や子育ての相談窓口。2階
に「松前町子育て世代包括支
援センター（はぐはぐ）」がある。

所在地／松前町筒井710-1
TEL／089-985-4144

松前総合文化センター・
松前町ふるさとライブラリー

696席の広域学習ホールや蔵書約
10万冊のふるさとライブラリーを備
えた文化・教育活動の中心拠点。
所在地／松前町筒井633
TEL／089-985-1313

松前町西公民館

会議室や談話室、調理実習室などを備え、校区の住民がさまざまな
活動に利用。放課後子ども教室や高齢者向けの教室なども開催。 所在地／松前町北黒田966-2

TEL／089-984-5313
開館時間／9時〜22時
休館日／12月28日〜1月4日 ※臨時休館あり

松前町国体記念
ホッケー公園ホッケー場

日本ホッケー協会の公認人工芝
競技場。平成29年「愛顔つなぐえ
ひめ国体」のホッケー会場。
所在地／松前町鶴吉118-1
TEL／089-985-4142
　　　（松前町社会教育課ホッケー係）

各校区の公民館

主な公共施設案内

Public Facilities

Information on notable public facilities

Kōminkan (community learning center) 
in each school district

松前校区

松前町北公民館松前町東公民館

所在地／松前町昌農内456-1
TEL／089-984-7529

所在地／松前町神崎210
TEL／089-984-1159

岡田校区北伊予校区

公共施設

Masaki Park Gymnasium

Masaki Town Welfare Center

Masaki Town West Kōminkan

Masaki Town North KōminkanMasaki Town East Kōminkan

Masaki Cultural Center / 
Masaki Town Furusato (Hometown) Library

Masaki Town National Sports Festival 
Memorial Hockey Park Hockey Pitch

4533 44
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作詞曲・編曲　レーモンド松屋
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［所在］ 松前町大字筒井631番地
［東経］ 132°42′42″
［北緯］ 33°47′12″
［長さ］ 東西6.9㎞　南北4.0㎞
［面積］ 20.41㎢（2,041ha）

まさき色の風
基本ver.

まさき色の風
英語字幕付きver.

松前町

令和3年 松前町勢要覧

◎松山市

火災発生交通事故救急

世帯人口

転入 転出

人口密度 出生 死亡 結婚

離婚

ゴミ収集量 し尿等収集量

町税町職員

1日に0.02件1日に0.15回1日に3.4回

1世帯に2.3人

1日に3.4人 1日に3.1人

1㎢あたり1,500人 1日に0.5人 1日に0.9人 1日に0.21組

1日に0.12組

1日1世帯2.2㎏ 1日1世帯2.4ℓ

町民1人あたり
147,237円町民143人に1人

絵で見る町民の暮らし

Town Detailed Information

令和2年12月末  世帯数：13,582世帯
　　　　　　　  人　口：30,622人
※町税は令和元年度決算を基にして計算

地 勢 Topology

M a s a k i  t o w n



発行／愛媛県松前町
〒791-3192  愛媛県伊予郡松前町大字筒井631番地
TEL 089-985-2111 　
発行年月：令和3（2021）年2月
https://www.town.masaki.ehime.jp/

松前町勢要覧
2021

Masaki Town Municipal Handbook 2021
Published by: Masaki Town, Ehime Pref.
631 Ōaza Tsutsui, Masaki-Chō, Iyo-gun, Ehime 
791-3192
Date of publication: February, 2021
https://www.town.masaki.ehime.jp/ 

表紙のイラストが動き出す
動画は、こちらのQRコード
からもご覧になれます。

スマートフォンなどで下記のQR
コードを読み込んだ後、ひまわりの
シンボルマークにかざすと松前町
のイメージキャラクター「マッキー」
と一緒に写真撮影できる「フォトフ
レーム」が表示されます。
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	表3
	P30-32総合計画



